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   Between August 1987 and December 1990, 546 patients were admitted to the department of 
 Urology at the Poh Ai Hospital of I-Lan, Taiwan, R.O.C. for the treatment of urinary stones. 
   These urinary stone cases accounted for 50 to 60% of all urology patients admitted. The inci-
dence of urolithiasis in  I-Lan was estimated at 147/100,000 population in 1990. There were 402 
male patients and 144 female patients, The male to female ratio was 2.8: 1. 
   There were 450 upper urinary tract  stones (kidney, ureter) in 314 males and 136 females, and 
79 lower urinany tract stones (bladder, urethra) in 72 males and 7 females. The ratio of upper to 
lower urinary tract stones was 6:1. 
   Endourological treatmentssuch as percutaneous nephrolithotripsy and transurethral ureteroli-
thotripsy have increased rapidly in recent years. 
   A summary of the present analysis for composition of 365 stones follows. The most 
frequent type was calcium-containing stone (92.3%), followed by infection stone (4.7%), then uric 
acid (UA) stone (3.0%). There were no UA stones found in the female patients. According to 
urinalysis criteria of more than 10 WBC/HPF  (x400), pyuria was found in 67 cases of 334 
metabloic stones (20.1%), and 11 cases of 17 infection stones (67.7%). There were neither pediatric 
case of  stone formation nor cystine stones. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 38: 1349-1355, 1992) 





り遺伝,家 族歴,人 種差,年齢,性 差などと,外的要
因である食餌飲料,気 候,感染,職 業および社会経済
的条件などがあげられる.そ の要因の一つ一つについ











method2,6))で,1989年か ら1990年の 王72個に つ い て
は赤 外 線 分 光 分析 に よっ て成 分 を調 べ た.修 酸 カ ル シ
ウ ム(C。0・),リ ソ酸 力 ・レシウ ム(hyd・・xy・p・tite-
Cap,brushite)の単独,混 合 結 石 を カ ル シ ウ ム結 石 ・
リン酸 マ グネ シ ウ ム ア ンモ ニ ウ ム(MAP)お よ び炭
酸 カル シウ ム(carbonateapatite-CaC)の単 独 お よ
び 混合 結 石 を 感 染 結石,尿 酸(UA)お よび 尿 酸 と蔭
酸 カル シウ ム混 合結 石 を尿 酸 結 石 と した.結 石 の 部 位
に つ い ては 上 部 尿 路(腎 お よび 尿 管)と 下 部 尿路(膀
胱 お よび 尿 道)に 分類 した.ま た ご く一 部 の症 例 で 腎
と膀 胱 に 同 時 に結 石 が 合 併 した もの が あ った が 結石 成
分 が ま った く同 じで あ った た め 腎 由来 の もの と し上 部
尿路 結 石 に い れ た.な お結 石 成 分 と膿 尿 との 関 係 に つ
い て も検 討 した.
結 果
Fig.L
の詳 細 は い まだ 不 明 で あ る.
以 前 よ り台 湾国 内 で も許(Hsu.T:Cl・2))をは じ
め,最 近 で は陳(Chen.」3)),謝(Hsieh.T。S4))等
も本 症 に つ い て研 究 を お こ な って い る.今 回,1987年
よ り3年 間 に 台北 県 に隣 接 す る 宣 蘭県(土 地面 積'
2,137.4615km2,人口:450,943人,人口密 度1211人/
km2)(Fig.1)の中 心部,羅 東 鎮 に あ る全 床700余り
を有 す る県下 で も唯 一 の総 合 病 院,羅 東博 愛 医 院 で診
察 を受 け た 尿路 結 石 症 の臨 床 的 考 察 を 行 うと同 時 に,
お もにYoshidaら5)の統 計 と比 較 検 討 も加 えた の で

















































































































































例 の 一 部 に は経 尿道 的膀 胱 結 石摘 除 と同時 にTUR-P
を 施 行 した.
3.結 石 成 分
結石365個の成 分 を示 す(Table2).まず 結石 全 体
で み る と,単 一 成 分 結 石(以 下 単 一 結 石 と略 す)は73
例 で,全 体 の20%にあ た る.そ の 内CaOx結 石 が最
も多 く58例(15.9%),単一 結 石 の79.5%を占 め る.つ
ぎにUA結 石 で7例(1.9%),CaP結 石 は4例(1。1















































































































混 合 結 石成 分(以 下 混合 結 石 と略す)292例 は全 体
の80%にあ た る.そ の 組成 は多 様 で あ るが,も っ と も
頻 度 の高 い も の はCaOx十CaP混 合 結 石 で263例
(72.1%),混合 結 合 の90.1%を占め る.つ ぎにMAP
+CaC+AU(尿 酸 ア ンモ ニウ ム)混 合 結 石 で8例
(2,2%),CaOx十CaP十CaC十AU混 合 結 石 は6例
(1.6%,カル シ ウム結 石 に 含 め る),CaP十CaC混
合 結 石 は4例(Ll%),CaOx十CaC十AU結 石 は2
例(0.5%,カル シ ウ ム結石 に含 め る),そ の他CaOx
十CaC十Brushite,CaP十AU,CaP十CaC十AU,
MAP+CaP十CaC十AUな どの 混 合結 石 が それ ぞれ
1例ず つ あ っ た.ま と め る とカ ル シ ウ ム結 石 は337
(92.3%)で,感染 結石 は17(4L7%),尿酸 は11(3。0
%)で あ った.
上下,男 女 別 に結 石 成 分 を み る と男性 上 部 尿 路結 石
206例中 カ ル シ ウ ム結石 は199例,96.6%を占め,感 染
性結 石 は3例,1.5%,尿酸 結 石 は4例,1.9%で あ った.
女性 上 部 尿 路 結石88例 中 カル シ ウム結 石 は79例89.8
%を 占 め,感 染 結石 は9例,IO,2%で あ った.UA
は1例 も なか った.男 性 下 部 尿 路結 石5フ例 中 カル シ ゥ




















の協力のもとに この3年 来大 きく発展し,ベ ッ ド数
も700床に達 し,最近では県下における医療の中樵的
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